
多摩地域における

行政のデジタル化

令和３ 〜７ 年度の総括

東京都市長会

令和８ 年３ 月



１．データ利活用・ＥＢＰＭ 14

-１ 事業実施結果総括 14

-２ 成果 15

① ＥＢＰＭ・データ活用に関する基礎講義 16

② B I ツール活用・政策立案研修 17

③ 社会調査法基礎講義 23

④ データ整備・加工業務効率化講義 24

⑤ モデル自治体の実際のデータを活用したＥＢＰＭワークショップ 25

⑥ ｅーラーニング 26

２．生成ＡＩ利活用 27

-１ 事業実施結果総括 27

-２ 成果 28

① 文章・画像・動画・音声生成ＡＩ利活用講義 29

② 業務効率化体感ワークショップ 30

目次

2 ．事業成果報告

１．基本情報の整理   06

-１ 本事業の目的 06

-２ 本事業の位置づけ 06

-３ 取組内容及び実施期間 07

① データ利活用・ＥＢＰＭ 08

② 生成ＡＩ利活用 09

③ 横連携・ＢＰＲ／ＢＰＯ 10

④ 防災ＤＸ 11

⑤ 人事ＤＸ 12

１．事業概要

はじめに 03

1

Ⅰ 令和７年度事業の取組



３．横連携・ＢＰＲ／ＢＰＯ 32

-１ 事業実施結果総括 32

-２ 成果 33

① ＤＸ推進担当者の交流プログラム 34

② ＢＰＲ／ＢＰＯワークショップ 39

４．防災ＤＸ 41

-１ 事業実施結果総括 41

-２ 成果 42

① 全職員に向けた防災意識醸成のための講義 44

② 防災担当者の交流プログラム 45

③ 机上訓練 48

④ 災害対応フロー可視化体験ワークショップ 49

⑤ ＧＩＳツール活用ワークショップ 50

⑥ 防災ＤＸツールトライアル 52

５．人事ＤＸ 65

-1 成果 65

① 人事ＤＸツールトライアル 66

１．令和３〜７年度事業の全体像 79

２．主要事業の実施概要等 81

目次
2．事業成果報告

３．令和３〜７年度の取組成果と今後の方向性 94

４．補助金の活用 95

2

Ⅱ 令和３〜７年度の取組成果と今後の方向性



はじめに

東京都市長会は、多摩地域の住民の福祉の向上と地域の発展の
ため26市の市長が多摩地域の諸課題について、協議、検討及び政
策提言を行うことを目的とした団体で、これまでにその時々で多
摩が抱える課題や状況を踏まえて様々なテーマに取り組んできた。

本報告書は、多摩30市町村と市長会がともに進めてきた令和３
年度から令和７年度までの政策テーマである『多摩地域における
行政のデジタル化』について、令和７年度における取組内容を報
告するとともに、５か年の取組成果と今後の方向性をまとめたも
のである。
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Ⅰ 令和７年度事業の取組



1．事業概要



ＤＸ実現に向けた
デジタルツールのさらなる活用検討

市民との接点（フロントヤード）の改革、
R P A などを活用した内部事務（バックヤード）の効率化

１-１．基本情報の整理
１-１-１ 本事業の目的

１-１-２ 本事業の位置づけ

⚫ 本事業では、行政手続のデジタル化により住民サービスが向上するとともに、職員がそれぞれの
立場でＢＰＲノウハウやＤＸ関連知識を習得し、市長会事業終了後も、自立的に庁内や他自治体
と連携し業務効率化を自ら進められている状態を目指し取組を推進した。

⚫ 今年度（令和７年度）は、令和６年度参加者から継続要望のあったプログラムに加え、「自治体
業務の変革につながる最新技術の知識習得」「自治体間の交流」「必要なエビデンスに基づく政
策立案（ＥＢＰＭ）の推進」を目的としたプログラムを展開。また、多摩地域（東京都内）にお
いて首都直下地震への対応など防災意識が高まっており、国土強靭化基本計画でも防災における
ＤＸの推進が重要とされていることから、防災ＤＸもテーマとした取組を行った。

⚫ 本事業は、多摩地域における行政のデジタル化の推進により「市民の利便性向上」と「市役所の
業務効率化」を図ることを目的として実施した。

方
針 デジタル 化で「 市民 の利 便 性向 上」 と 「市 役所 の業 務 効率 化」 を 図る

目
指
す
姿

行政手続のデジタル化により住民サービスが向上するとともに、職員がそれぞれの立場でＢＰＲノウハウや
ＤＸ関連知識を習得し、市長会事業終了後も、自立的に庁内や他自治体と連携し業務効率化を自ら進められ
ている状態

令和 ３年度 令和５ 年度令和４年度 令和６ 年度

概
要

取
組

➢ＩＣＴ勉強会/課題
検討会

➢主要デジタルツール
の説明会とトライア
ル

➢学童クラブ入所申請
のオンライン化
（多摩市）

➢多摩30市町村の情報
システム部門などの
管理職でＰＴ（プロ
ジェクトチーム）を
結成

※東京都デジタルサー
ビス局がオブザー
バー参加

➢現場職員（課長級〜
主任級）を中心とし
た分科会で実質的な
議論

➢管理職向け研修
➢ＤＸ推進担当者の

交流プログラム
➢ＢＰＲ推進ワーク

ショップ
➢窓口業務のＤＸ

（清瀬市、瑞穂町）

➢職員の知識向上や
横連携の場の創出、
業務改善手法の
習得・実践

➢市民の利便性向上と
業務効率化につなが
る新たなＢＰＲ事例
の創出

➢多摩・島しょ行政手
続のオンライン化・
事務処理効率化推進
事業助成金を増額、
実施期間延長

※GovTech東京がオブ
ザーバー参加

➢管理職・一般職向け
研修

➢ＢＰＲ推進ワーク
ショップ

➢妊娠の届出と妊婦面
談のＢＰＲ

（調布市、多摩市、
あきる野市）

➢学童クラブ入所申請
のＢＰＲ

（八王子市、昭島市、
福生市、羽村市）

➢対面や配信動画によ
り知識向上やＢＰＲ
の研修を実施

➢「多摩・島しょ行政
手続のオンライン
化・事務処理効率化
推進事業助成金」を
創設

➢民間オンライン申請
ツールなどの価格優
遇制度を創設し、東
京都に引継ぎ

➢ＤＸ推進部門だけで
なく原課職員も対象
とした講演などの実
施

➢ＥＢＰＭを推進する
ための、データ利用
感度を高める意識醸
成

➢デジタルを活用した
防災体制への対応

➢新たな助成金による
窓口ＤＸの横展開

➢ＥＢＰＭ推進に向け
た講義/研修

➢ＤＸ推進担当者の
交流プログラム

➢文章生成ＡＩ活用
研修

➢ＢＰＲ推進ワーク
ショップ

➢ＤＸツール相談会
➢防災ＤＸ実証事業

令和７年度

➢５か年事業の終了年
度のため、様々な業
務の可能性を検証し、
事業を締めくくる

➢「人口減少時代の効
率的な自治体業務」
をテーマに「ＤＸ実
現に向けたデジタル
ツールのさらなる活
用策の検討」、多摩
地域が「自立的にＤ
Ｘ化を推進できる体
制」を検討

➢データ利活用・ＥＢ
ＰＭ推進に向けた
講義/研修

➢生成ＡＩ利活用に
向けた講義/研修

➢防災ＤＸに向けた
講義/研修・ツール
トライアル

➢人事ＤＸに向けた
ツールトライアル

➢ＤＸ推進担当者の
交流プログラム

➢ＢＰＲ・ＢＰＯ推進
ワークショップ
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令和６年度の取組

⚫ 令和６年度の取組を踏まえ、事業の最終年度である令和７年度では、前年度までの取組の継続・
拡充テーマである「データ利活用・ＥＢＰＭ」「防災ＤＸ」「生成ＡＩ利活用」に加え、「人事
ＤＸ」をテーマとして取り上げ、その締めくくりとする。

✓ 自治体ＤＸをさらに加速させるために、前年
度の参加者から継続要望のあったプログラム
や自治体業務を変革し得る最新技術の知識を
習得でき、自治体間の交流要素のあるプログ
ラムを実施した

✓ 前年度のテーマに加え、資源が限られていく
中でも有効な政策を実行するために、エビデ
ンスに基づく政策立案（ＥＢＰＭ）を推進し
ていくためのプログラムを実施した

✓ 多摩地域（東京都内）においては、首都直下
地震への対応など、防災意識が高まっており、
国土強靭化基本計画でも防災におけるＤＸの
推進が重要とされていることから、今年度新
たに取り組むテーマとして、防災ＤＸを選択
した

✓ 前年度までに培ったノウハウを活かし、各自
治体で防災領域における業務のＤＸを更に推
進していくためのプログラムを実施した

ＤＸ推進支援事業 防災ＤＸ実証事業

１-１．基本情報の整理

令和７年度の取組

✓ ＥＢＰＭ知識を習得し、
データ利活用を行える人材
の育成

✓ データ整備・加工を効率的
に行える人材の育成

✓ 実際のデータを用いた分析
・示唆出し事例の創出

データ利活用・ＥＢＰＭ

✓ 生成ＡＩを庁内で推進する
ための知識を習得

✓ 画像・動画生成ＡＩを活用
した業務効率化

✓ 生成ＡＩによる業務効率化
体験

生成ＡＩ利活用

✓ 防災担当課以外の職員も対
象とした防災マインドの醸
成

✓ 災害対応フローの可視化や
ＧＩＳツール活用による災
害対応力の向上

✓ 防災担当者の交流プログラ
ムによる防災上の連携検討

防災ＤＸ

✓ 遠隔地からの応募人材確保
に向けた選考フローの改善

✓ 人事戦略検討業務を支援す
るタレントマネジメント
ツールの体験

✓ メンタルヘルスケアのため
のオンライン相談ツールの
体験

人事ＤＸ

１-１-３ 取組内容及び実施期間

✓ 各自治体のＤＸ推進担当者
間の交流・横連携の促進及
びナレッジの蓄積

✓ ＢＰＲ手法の習得及びＢＰ
Ｏによる業務改革事例検討

横連携・ＢＰＲ／ＢＰＯ
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１-１．基本情報の整理

自治体におけるデータ利活用・ＥＢＰＭを推進するために６つのプログラムを実施した。

事業プログラム

１-１-３ 取組内容及び実施期間

事業 対象者 開催時期
/方法

①
デ
ー
タ
利
活
用
・
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

全職員
(特にB I ツー
ルを業務で活
用したい方）

全職員
（特に計画・
市政世論調査
などのアンケ
ートの作成・
活用に関わる
方）

全職員
(特にＥＢＰＭ
を業務で活用
したい職員)

全職員
(特にオープン
データを加工
し実践で活用
したい方）

７月〜10月

全６回
対面

６月

全１回
対面

６月
全１回
対面

10月
全１回
対面

９月

全１回
対面

全職員
（特にオープ
ンデータを
使ってＥＢＰ
Ｍを実践した
い方）

B I ツール活用・
政策立案研修

ＥＢＰＭ・データ
活用に関する基礎
講義

※使用ツールの詳細
は
P76をご覧ください。

モデル自治体の実
際のデータを
活用したＥＢＰＭ
ワークショップ

データ整備・加工
業務効率化講義

データ利活用
ＥＢＰＭ
基礎・

実践研修

ＥＢＰＭ
事例創出に

向けた
講義・ワーク

ショップ

目的/概要

• B I ツールの活用方法を習得し、政策
立案に応用可能なデータ分析スキル
を習得する。

• 社会調査法の基礎知識を習得し、Ｅ
ＢＰＭを実践する際に必要なデータ
を取得できるようになる。

• データ分析に基づく政策立案の必要
性を理解しＥＢＰＭを推進するため
の基礎知識を習得する。

• モデル自治体で使用されている実際
のデータを用意し、ケーススタディ
としてデータを分析しながら政策案
を検討することで、業務でＥＢＰＭ
を実践できるようになる。

• 自治体で扱うデータを理解し、デー
タ整備・加工業務の方法や使用頻度
の多いExcelでの効率的なデータ整
備・加工方法の講義を行う。

• ＥＢＰＭ・データ利活用や生成ＡＩ
関連以外にも、デジタル・ＤＸ関連
のマインド・リテラシー・スキルを
幅広く学び、自ら学習機会を確保し
学びを継続することで、自走型でデ
ジタルを活用する人材を目指す。

５月〜10月
※令和８年
３月まで
視聴可能

全職員ｅーラーニング※

※ｅーラーニングは、生成ＡＩ利活用と同様のコンテンツ

社会調査法基礎講
義
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１-１．基本情報の整理

自治体における生成ＡＩ利活用を推進するために３つのプログラムを実施した。

事業プログラム

１-１-３ 取組内容及び実施期間

事業 対象者目的/概要 開催時期
/方法

生成ＡＩが
もたらす
業務変革

②
生
成
Ａ
Ｉ
利
活
用

全職員
（生成ＡＩを
業務で活用し
たいと考える
方）

• 議事録作成や議会対応準備など、生成
ＡＩによる業務効率化を実際に体験す
ることで、生成ＡＩの活用方法を習得
し、職場に戻って業務改革を実行する
一歩を踏み出す。

全職員
（生成ＡＩを
初めて学ぶ
方・トレンド
を知りたい
方）

• 生成ＡＩの概要と最新の動向、自治体
での活用事例を知り、生成ＡＩの業務
での活用イメージをつかむ。

９月

全２回
対面

５月
全１回

オンライン

業務効率化体感
ワークショップ

文章・画像・
動画・音声生成
ＡＩ利活用講義

業務効率化
の体感

全職員

• ＥＢＰＭ・データ利活用や生成ＡＩ関
連以外にも、デジタル・ＤＸ関連のマ
インド・リテラシー・スキルを幅広く
学び、自ら学習機会を確保し学びを継
続することで、自走型でデジタルを活
用する人材を目指す。

５月〜10月
※令和８年
３月まで
視聴可能

ｅーラーニング※

※ｅーラーニングは、データ利活用・ＥＢＰＭと同様のコンテンツ
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１-１．基本情報の整理

自治体における横連携・ＢＰＲ／ＢＰＯを推進するために２つのプログラムを実施した。

事業プログラム

１-１-３ 取組内容及び実施期間

事業 対象者目的/概要 開催時期
/方法

③
横
連
携
・
Ｂ
Ｐ
Ｒ
／
Ｂ
Ｐ
Ｏ

横連携

ＢＰＲの手法
やＢＰＯの
推進方法を

学びたい職員

• 業務フローの作成やあるべき姿の検討
などＢＰＲの基本的な進め方や、業務
改革事例からＢＰＯの推進方法を学ぶ。

ＤＸ推進
担当者

• ＤＸ推進担当者の知識向上及び他自治
体担当者との交流を促進する講義、
ワークショップを実施。

７月〜９月

全２回
対面

６月〜９月

全５回
対面

ＢＰＲ／ＢＰＯ
推進ワークショッ
プ

ＤＸ推進担当者の
交流プログラム

ＢＰＲ／
ＢＰＯ
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１-１．基本情報の整理

自治体における防災ＤＸを推進するために８つのプログラムを実施した。

事業プログラム

１-１-３ 取組内容及び実施期間

事業 対象者目的/概要 開催時期
/方法

６月〜
10月

④
防
災
Ｄ
Ｘ

マインド
セット・
人材育成

防災担当
職員

（防災・ＤＸ・
その他部署）

• 防災関連職員が抱える課題や解決策を
検討させることで横連携を強化し防災
力の向上を図る。

防災担当
職員

（防災・ＤＸ・
その他部署）

• 災害対応力向上に向けて模擬シナリオ
に沿って実施。担当者同士の横連携を
強化する。

全職員
• 近年の防災に関する現状や課題・他自

治体の先進的な取組を紹介する講義を
実施。

• ＧＩＳツールを活用した防災地図サー
ビスの事例や有効性を学び、防災に関
する意識醸成を行い、自治体間の横連
携強化を促す。

防災担当
職員

（防災・ＤＸ・
その他部署）

７月〜９月

全３回
対面

９月
全１回
対面

６月

全１回
対面

９月〜10月

全２回
対面

９月

全１回
対面

• 自治体における災害対応工程の可視化
の有効事例を学んだ後、ＢＯＳＳの基
本的な操作方法を学び、災害対応時の
進捗確認や各課との連携を体感する。

防災担当
職員

（防災・ＤＸ・
その他部署）

机上訓練

防災担当者の
交流プログラム

全職員に向けた防
災意識醸成のため
の講義

ＧＩＳツール活用
ワークショップ

災害対応フロー可
視化体験ワーク
ショップ複数自治体

による
災害対応
の検討

防災・危機管理
関連部門の職員
（防災・ＤＸ・
その他部署）

(A)ツールトライアル
• ポケットサイン防災が災害後の避難所運営の効

率化等に活用できるか検証する。トライアルを
通じて現状の運用との差分を体験する。

• SNS情報などを基にした災害予兆、発
生情報を確認する。

防災担当
職員

（防災・ＤＸ・
その他部署）

６月〜
８月

８月
全１回
対面

(B)ポケットサイン現地体験会
• 避難所受付を模擬的に再現し、「ポケットサイ

ン」を活用した避難所受付により、避難所運営
の効率化・利便性向上を体験する。

防災関連部門
の職員

先進技術の
トライアル

• 発災時や平時における、防災マップ
ボードを活用した効率的な情報収集・
可視化を体験する。

６月〜
９月全職員

災害情報の収集
（FASTALERT）

避難所運営
（ポケットサイン）

情報の可視化
（防災マップボード）
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１-１．基本情報の整理

自治体における人事ＤＸを推進するために３つのプログラムを実施した。

事業プログラム

１-１-３ 取組内容及び実施期間

事業 対象者目的/概要 開催時期
/方法

⑤
人
事
Ｄ
Ｘ

先進技術の
トライアル

人事担当者・
人材採用
担当者

• 人材情報の一元管理や人材配置業務の
効率化を体験する。

人事担当者・
人材採用
担当者

• 職員の仕事に対する不安の解消やモチ
ベーション向上につながる相談を通じ、
メンタル不調による離職を防ぎ、人事
労務の負担軽減を体験する。

人事担当者・
人材採用
担当者

• 面接日程調整などの庶務担当者の採用
業務の効率化や優秀な人材をすばやく
判定し、採用品質の向上を体験する。

６月〜８月

６月〜10月

６月〜10月

オンライン
相談窓口
（Smart相談室）

タレント
マネジメント
（カオナビ）

ＡＩ面談
（HireVue）
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